
広 報

◎
北
村
副
知
事
十
二
橋
新
設
工
事
を
視
察

北
村
副
知
事

は
十
六
日
、
十
三
橋
新
設
工
事

を
視
察

し
ま
し
た
り

北
村
副
知
事

の
視
察
は
昨
年

の
十

一
月
十
九

日
に
続
き
三
度
日
で
す
が
、
十
三
橋
の
早
期
完

成

の
促
進
を
陳
情
し
た
白
川
村
長
は
じ
め
、
議

舞
鶴

会
、
商
工
会
、
学
校
関
係
者

に
対
し
、
工
事
は

予
想
以
上

に
む
ず
か
し
く
、
完
成
は
五
十
四
年

八
月

に
な
る
だ
ろ
う
―
と
語
り
、
工
事

の
概
要

に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う

に
説
明
し
ま
し
た
。

十
三
橋
は
全
長
二
百
三
十
四
肝
、
幅
員
十
二

。
三
肩
、
車
道
六

・
五
＝
、
歩
道
二

・
五
――
で

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
構
造
。
総
工
費
は
ト

一
億
四
千
二
百
七
十
万
円
。
取
付
道
路
、
取
付

橋
台
は
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、
今
年
度
は
橋

脚
二
基
が
予
定
さ
れ
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い

し
か
し
、
当
初
約
束
し
た
五
十
三
年
度
末
完

成
は
期
間
的

に
む
ず

か
し
く
、
完
成
は
五
十
四

年
八
月

に
な
る
と
思
う
。

西

完成は54十二語
ろの理

:ヽ

褒 昭級年6月号



「
リ

②

政
治
の
主
役
は

あ
な
た
で
す

■
参
議
院
議
員
選
挙

投
票
日
は
７
月
１０
日

参
議
院
の
地
方
区
選
出
議
員
と
全
国
区
選
出
議
員
の
選
挙
は
、
六
月
十
七
日
に
公
示

さ
れ
、
七
月
十
日
が
投
票
日
と
き
ま
っ
て
選
挙
戦
も
た
け
な
わ
。

こ
ん
ど
の
選
挙
は
、
物
価
、
教
育
、
農

。
漁
業
問
題
を
は
じ
め
、
二
百
海
里
専
管
水

域
を
ふ
く
め
た
外
交
問
題
な
ど
重
要
な
課
題
が
焦
点
。
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
向
上

と
も
合
せ
て
候
補
者
の
人
物

・
公
約
を
よ
く
検
討
し
て
、
正
し
い
一
票
を
投
じ
た
い

も
の
で
す
。

高
ま
る
政
治
関
心
　
　
鷹就＝絲はがた鋼制酬琳響

六
年
の
任
期
を
も
つ
参
議
院

　

一ハ
人
。

議
員
は
そ
の
半
数
を
三
年
ご
と
　

　

青
森
県
で
は
地
方
区

一
人
が

に
改
選
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
　
　
改
選
。
そ
れ
に
全
国
区
選
出
議

び
は
、
地
方
選
出
議
員
が
全
国

　

員
が
選
ば
れ
ま
す
。

―
収
あ

―

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
の
選
挙

は

一
九
七
〇
年
代
に
入

っ
て
二

度
目
の
参
院
選
挙
。
重
要
な
問

題
解
決
と
あ
わ
せ
、
保
革
伯
仲

時
代
の
選
挙
と
あ
っ
て
、
各
候

補
者
と
も
け
ん
め
い
の
運
動
を

く
り
広
げ
て
い
ま
す
が
、
有
権

者
の
間
で
も
、
政
治
へ
の
関
心

が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

７０

％

台

の

投

票

率

を

七
月
十
日
は
参
議
院
議
員
選

挙
の
投
票
日
、
こ
の
選
挙
の
投

票
率
が

い
つ
の
場
合
で
も
き
わ

め
て
低

い
の
は
ど
う
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
本
村

の
投
票
率

じ
′
二
十
四
年

Ｉ
５３

・
２３
％
、

三
十
七
年
“
％
と
低
く
、
四
十

年
は
６９
％
と

い
く
ら
か
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
四
十
三
年

に
は

６４

・
９７
％
に
落
ち
、
四
十
六
年

の
選
挙
で
は
ふ
た
た
び
５６

・
７２

％
と
二
十
四
年

に
つ
ぐ
低

い
投

票
率
で
し
た
。
し
か
し
、
四
十

九
年

の
選
挙
で
は
６７

・
６４
％
と

二
十
四
年
以
来
最
高

の
投
票
率

を

マ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
少
く
と
も
７０
％
台
に
し
て
ほ

し

い
も
の
で
す
。

国
政
の
ゆ
ぐ
え
を
き
め
る
大
事
な
選
挙

か
政
党
化
の
問
題
と
か
、
そ
の

た
び

に
同
じ
こ
と
が
論
じ
ら
れ

ま
す
が
、
国
政

の
ゆ
く
え
を
き

め
る
今
回
の
参
議
院
選
挙
に
、

ひ
と
り
で
も
多
く
投
票

に
参
加

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
す

べ
て
の

議
論
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

「あ
な
た
が
政
治

の
主
役
」

で
す
。
他
人
の
意
見
に
た
よ
ら

ず
自
分
で
よ
く
考
え
て
投
票
し

参
議
院
は
衆
議
院
で
行
き
す

ぎ
が
あ

っ
た
場
Ａ
Ｒ

そ
れ
を
是

正
し
、
審
議

に
慎
重
を
期
す
る

と
こ
ろ
に
参
議
院
本
来
の
使
命

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
参
議
院
に
は
解
散
が
な
く

議
員
は
六
年
間
じ

っ
く
り
と
国

政
に
取
り
く
む
こ
と
が
で
き
ま

政
党
的
な
立
場
も
も
ち
ろ
ん

大
事
で
す
が
、
衆
議
院
に
く
ら

べ
て
さ
ら
に
人
物
と
識
見
が
高

く
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
「良
識

の
府
」

と

い
わ
れ
る
の
も
こ
こ
に
あ
る

と

い
え
ま
す
。

参
議
院
選
挙
が
近
ず
く
と
、

あ
ら
た
め
て
参
議
院
の
性
格
と

「

市浦村史資料編下巻肇刊のお知 ,せ¬

東日流外三郡誌を収録 した村史資料編はこれまで    下春は系譜類と戦争編を主体に編集しておりますが

上 。中巻を刊行し、広く県内外をはじめ外国にまで    資料編はこれで一応完結いたしました。

頒布され、読物としてはもちろんのこと学術研究書    ●頒布価格は普及版 3,000円 。上製箱入 3,500円 。

としても好評を博しました。                お求めは役場内村史編さん委員会へどうぞ。

―
投 票 所 と 投 票 時 間 0-一

日第 1投票所  相内小学校  (相内・桂川)午前7時～午後6時

口第 2投票所  太田小学校  (太   田)   ″

□第 3投票所  脇元公民館  (脇元・磯松)    ″

口第4投票所  十三小学校  (十   三)   ″



③

　
一

相
内
婦
人
会
で
は

″健
康
な
生
活
は
ま
ず
環

境
の
浄
化
か
ら
″
と
、
田
植
え
の
終

っ
た
六
月

七
、
八
日
の
二
日
間
、
部
落
内
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

総
出
で
部
落
内
の
ゴ
ミ
を
処
理

相
内
婦
人
会
が
二
日
が
か
り
で

相
川
重
久
、
福
島
浩
樹

（十
三

小
）▽

六
級
　
佐
々
木
和
長
、
成

田
和
雄

（相
内
小
）
相
坂
泰
広

（十
三
小
）

▽
七
級
　
成
田
知
子
、
渡
辺

英
樹

（相
内
小
）
亀
田
友
治
、

有
馬
春
樹
、
中
井
秀
行
、
渋
谷

隆

一
、
宮
崎
清

一
、
小
倉
正
三

（十
三
小
）

▽
八
級
　
丁
子
谷
香
、
吉
田

恵

（相
内
小
）
奈
良
和
彦

（太

田
小
）
葛
西
香
織
、
萬
谷
情
二
、

村
元
道
子
、
山
田
伸
悦

（脇
元

小
）
工
藤
昭
子
、
花
島
淳
、
佐

藤
勝
幸
、
石
沢
慎

一
、
相
川
高

樹
、
相
川
恵
美
子
、
湯
浅
俊
子
、

相
川
美
栄
子
、
秋
元
優
香
子
、

加
納
隆

（十
二
小
）

印紙税のあらまし

ゴミ処理に汗を流す会員たち。ゴミは小型 トラックで

のべ120台 にも違 しました。

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の

な
か
で

い
ろ

い
ろ
な
文
書
を
作

っ
た
り
も
ら

っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
書

の
な
か
に
は

領
収
書
や
借
用
証
書
、
不
動
産

売
買
契
約
書
な
ど
の
よ
う

に
印

紙
税

の
か
か
る
も

の
が
あ
り
ま

す
。印

紙
税
は
、
今
年

の
税
制
改

正

に
よ

っ
て
、
五
月

一
日
以
後

は
、
最
低
税
額
が
五
十
円
か
ら

百
円
に
引
上
げ
ら
れ
る
な
ど
税

額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
．
だ
さ
い
。

印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書

を
、
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
と

勘
違
い
し
て
収
入
印
紙
を
は
っ

た
り
、
定
め
ら
れ
た
金
額
以
上

の
収
入
印
紙
を
は
つ
た
と
き
は

そ
の
文
書
を
所
轄
税
務
署
に
提

示
し
て
選
付
の
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
反
対

に
、
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
に

収
入
卿
紙
を
は
ら
な
か
っ
た
と

き
や
収
入
印
紙
を
は
っ
た
が
消

印
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
最

低
五
百
円
の
過
怠
税
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
へ
。

面″「お■生
三
和
　
幸
子

（相
内
）
正
明

岡
本
　
瑞
穂

（磯
松
）
強

中
井
　
春
香

（十
三
）
育
二

相
川
久
美
子

（十
三
）
文
夫

岩
間
　
健
司

（相
内
）
照
夫

本
荘
　
清
美

（十
三
）
五
十
二

櫛
引
　
健
生

（脇
元
）
洋
逸

口

■

Ｕ

石
岡
　
静

一
（脇
元
）
６７
歳

成
田
　

ミヽ
ナ

（脇
元
）
８‐
歳

黒
川
松
之
進

（脇
元
）
７３
歳

小
野
　
信
子

（磯
松
）
５
歳

第46回商工会

珠算検定合格者

昔
か
ら
の
習
慣
で
、
裏

の
松

林
や
川
岸
の
空
き
地
が
ゴ
ミ
捨

て
場

に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
せ

っ
か
く
の
美
し

い
風

景
も
台
な
し
だ

っ
た
り
、
害
虫

の
温
床
に
な

っ
た
り
で
、
不
衛

生
き
わ
ま
り
な

い
状
態
で
す
。

こ
の
た
め
、
相
内
婦
人
会
で

は
、
六
月
七
、
八
日
の
二
日
に

わ
た

っ
て
部
落
内

の
大

ク
リ
ー

ン
作
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

会
員
が
総
出
で
ゴ
ミ
を
か
き
集

め
、
村
が
応
援
に
出
し
た
四
台

の
小
型
ト
ラ

ッ
ク
に
積

み
こ
ま

れ
て
処
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
ゴ

ミ
は
ト
ラ

ッ
ク
で
の
べ
百
二
十

台
に
も
達
し
ま
し
た
。

作
業
は
日
暮
れ
ま
で
か
か
り

ま
し
た
が
、
ぼ
う
大
な
ゴ
ミ
に

初
め
は
尻
込
み
す
る
会
員
も

い

て
、
先
が
思

い
や
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
み
ん
な
が
力
を

合
せ
て
の
作
業
は
、
予
想
以
上

に
は
か
ど
り
、
部
落
は
き
れ

い

な
環
境
を
と
り
も
ど
し
ま
し
た
。

十
三
公
民
館
が
主
唱
し
て
、

五
月
に
行
な
っ
た
測
溝
清
掃
や

相
内
老
人
ク
ラ
プ
の
健
康
講
座
、

脇
元
婦
人
会
の

「働
く
婦
人
の

健
康
講
座
」
な
ど
、
こ
の
と
こ

ろ
村
民
健
康
会
議
で
確
認
さ
れ

た

″自
分
た
ち
で
で
き
る
も
の

は
自
ら
解
決
す
る
″
方
向
に
自

主
活
動
が
進
め
ら
れ

「草
の
根

健
康
運
動
」
が
浸
透
し
は
じ
め

▽
二
級
　
小
倉
昌
子
、
福
井

慶
太

（十
三
小
）

▽
二
級
　
奈
良
悦
子

（市
浦

中
）
内
藤
富
士
子
、
豊
島
真
紀

子
、
久
保
田
て
つ
み
、
若
山
由

香
利

（十
三
小
）

▽
四
級
　
成
田
裕
子

（相
内

小
）▽

五
級
　
吉
田
明
子
、
佐
藤

八
重
子
、
小
笠
原
孝
子

⌒相
内

小
）
高
橋
ゆ
か
り
、
浜
田
直
美
、

工 小 葛
藤 川 西

育  大
雄 仁 祐

（脇
元
）
哲
民

（宮
崎
）
昇

（常
盤
）
喜
勝



本
番
さ
な
が
ら

力
づ
よ
く

↓
　
　
上
＝
中
里
町
か
ら
引
き
継
が
れ
た
矩
火
は
、

一　

白
川
村
長
か
ら
第

一
走
者
の
村
元
朗
芳
君

ヘ

　̈
　
下
＝
大
会
旗
は
渋
谷
将
仁
君

へ
手
渡
さ
れ
ま

¨
　
し
た
。

矩火リレー

リハーサル

―
線
あ

―

第
二
十
二
回
国
民
体
育
大
会

の
大
会
旗

・
姫
火
リ
レ
ー
の
リ

ハ
ー
サ
ル
は
十
五
日
、
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
、
あ
す
な
ろ

国
体

へ
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
村
民
総
参
加
を
呼
び
か
け
ま

国
民
体
育
大
会

の
開
会
式
は
十
月
二
日
午
後

一
時
か
ら
、
県

総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
大
会

の
炉

火
台

に
点
火
さ
れ
る
姫
火
は
、
東
ま
わ
り
と
西
ま
わ
り
の
ニ

コ

ー
ス
に
分
け
ら
れ
、
県
内
全
市
町
村
を
リ
レ
ー
す
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
、
本
村
は
西
ま
わ
リ

コ
ー
ス
で
九
月
二
十

日

（金

）

に
通
過
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

リ

ハ
ー
サ
ル
は
本
番
と
同
じ
時
間

（午
前
十
時
十
四
分

）、

コ
ー
ス
で
、
市
浦
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
四
十
六
人
の
走
者

に

よ

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
も
晴
れ
上

り
、
中
里
町
か
ら
車

で
運
ば
れ
て
き
た
姫
火
と
大
会
旗
は
、
相
内
人

口
で
白
川
村
長

に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
リ
レ
ー
隊
長

の
渋
谷
将
仁
君

に
大
会

旗
、
拒
火
は
第

一
走
者

の
村
元
朗
芳
君
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ

白
煙
を
た
な
び
か
せ
な
が
ら
矩
火
と
大
会
旗
は
、
相
内
人

口

―
役
場
駐
車
場
―
市
浦
中
学
校

の
二
区
間

２

・
九
キ

ロ
）
を
本

番
さ
な
が
ら

に
力
強
く
走

り
続
け
、
小
泊
村

に
バ
ト
ン
タ

ツ
チ

な
お
、
本
番

の
姫
火
は
九
月
二
十
五
日
、
岩
木
山

の
山
項

で

太
陽
光
線
か
ら
採
火
、

「
た
く
ま
し

い
力

の
火
」

と
な

っ
て
各

市
町
村
を
リ
レ
ー
さ
れ
、
本
村

へ
は
三
十
日
午
前
十
時
十
四
分

に
中

里
町
か
ら
入

っ
て
き
ま
す
。

夏季大会

予行練習日 8月 21日 (日 曜 日)

大会開会式 9月 4日 (日 曜日)

大会開会式 9月 7日 (水曜 日)

秋季大会

総合練習日 9月 15日 (敬との日)

模擬国体 日 9月 23日 (秋 分の日)
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: あすなろっ子の力づよいリレー (第二区間) :

↑            :

　̈
　
大
会
旗
と
矩
火
は
自
川
村
長
へ
返
さ

　

¨

　̈

れ
、
小
泊
村

へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。　
　
¨

一　

　

矩
火
は

「
た
く
ま
し

い
力

の
火
」
と
な

っ
て
、
村
を
走

り
続
け
ま
し
た
。　
¨

ピ翼糞f鴛輩三菫

■申込みの方法 往復 はが きに住所 、氏 名、電 話番号、

内、市浦村 あす なろ国体参カロ対策委員会」宛 申込 んで

■中込み期間

◎夏季大会開会式  7月 1日 か ら 7月 lo日 まで

0秋季大会開・ 閉会式、模擬国体  7月 15日 から 7月
25日 まで (い ずれも当 日消印有効 )

■その他  入場券の発売枚数 に制限 があ りますので、申
込者 が多数の ときは、抽選等適正 な方法で当選者 を決

日入場券別の料金

く大会旗・矩火リレー走者〉

為 ＼饗

′

"■
  発   彗

員肇キタジ| 撃,シ |

三準大会日会式 田



⑥

η
ん
な
で
多
（け
よ
ロフ

催
民

栓

に
よ

っ
て
、
結
核
は
戦
後
急
速

に
減
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
四
十
九
年
度
末
の

全
国
の
結
核
登
録
者
数
は
、
約

七
十
万
人
で
四
十
九
年

一
年
間

に
新
し
く
発
生
し
て
登
録
さ
れ

た
患
者
数
は
十

一
万
七
千
人
も

市
浦
村
で
は
昨
年
、
二
次
検

診
ま
で
実

施
し
ま
し
た
が
、
検

診

で
発
見
さ
れ
た
人
も
ふ
く
め

て
四
人
の
新
し

い
患
者
が
出

て

躍
舞
膵
包

予
防
対
策
や
治
療
法
の
進
歩

鳩
鵬
綱
利

■
国
□
□

―
螢
樹

―

た
だ
し
、
検
診
率
は
七
十
八

％
で
す
か
ら
、
残
さ
れ
た
二
十

二
％
の
中

に
潜
在
患
者
が

い
な

い
と

い
う
保
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
検
診
を
受
け
て
安

心
し
た

い
も
の
で
す
。

五
十
年
度
に
高
血
圧
者
が
減

っ
た
と
、
喜
ん
だ
の
も

つ
か
の

間
、
五
十

一
年
度
に
は
男
女
と

憂
血 増
圧 え

替

診
(2)

■血圧値の分析 (504Eと 5:年度の比較)

も
増
え
て
い
ま
す
。

高
血
圧
者
が
意
外
に
増
え
た

理
由
と
し
て
は

①
総
合
検
診
の
実
施
時
期
が

一
月
の
厳
寒
期
で
あ
っ
た
。

②
正
月
の
直
後
で
あ

っ
た
た

め
不
規
則
な
生
活
が
影
響
。

③
高
血
圧
者
の
比
率
の
高
い

出
か
せ
ぎ
者
の
受
検
が
比
較
的

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
寒
い
か
ら
、
正
月

の
直
後
だ
か
ら
血
圧
が
高
く
な

っ
た
と
、
簡
単
に
片
つ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
寒
い
と
き

の
健
康
を
保
つ
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
を
積
極
的
に
考
え

て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。異

孵潮務暫

血
圧
の
場
合
、
夏
と
冬
で
は

か
な
り
の
差
が
あ
る
し
、
成
人

病
の
う
ち
、
ガ
ン
は
特
に
早
期

発
見
の
た
め
年
二
回
の
検
診
が

必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
核
も
初
期
の
場
合
は
ほ
と

ん
ど
自
党
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
か
ぜ
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

実
は
結
核
で
あ
る
こ
と
が
意
外

に
多
い
の
で
す
。

ど
の
病
気
も
そ
の
予
防
策
は

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
あ
り

ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
は
、
地

域
別
に
巡
回
し
、
し
か
も
無
料

で
す
。
ま
た
、
年
に

一
回
行
な

う
総
合
検
診
も
無
料
で
す
。

明
る
く
健
康
な
家
庭
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
検
診
は
か
な
ら

ず
受
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

□ 49年

四 50年

■ 51年

■総合検鰺の利用者数

女 計

50 年 度

(6/16～ :8)

5: 年 度

(:/5～ 8)

Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｐ

女
鋤    59%
＼  ＼

20.5% 47.8%

内

川

田

相

桂

太


